
２．意見の概要と市の考え方

NO. ご意見 市の考え

1

　各室の利用想定と実績を照らし合わせて検
証する必要があるため、開設当初の一定期間
（2年程度）は直営としてほしい。また、運
営については、各方面の知識を有する者を市
民ボランティアとして募集し、各室での運営
に当たるなど、柔軟に運営できるよう考えて
欲しい。

2

　初めての施設で、開設当初は想定外の案件
も出てくると思われ、市役所に隣接する施設
で、市の担当課と各団体等とのスムーズな連
携を図るため、管理運営形態については、直
営でスタートするのがいいと思う。

3

　丸亀らしい「人づくり」を目指す市民交流
活動センターとなることを望む市民の一人と
しては、軸となる基本方針などが揺らぐこと
なく管理運営されるために市の直営を望む。

4
　センターに男女共同参画推進機能を持つ拠
点スペースが必要ではないか。

5

　男女共同参画スペースを設けることで、よ
り多くの市民が交流し、自己実現を叶えてい
く拠点になると思う。

6

　生涯学習センター内にある「ゆめ」の部屋
でフランス語を学んでいる。市街地の中央に
位置し、通学にとても便利であり、こういう
部屋の存続をお願いしたい。

7

　「ゆめ」の部屋でフランス語を教えたり、
フランスの男女に関する状況を説明したりし
ている。交流の場としてとても大事である。

8

　市役所跡地に市民会館を建設して、その中
に男女共同参画「ゆめ」のような部屋を設置
することを望む。どうしても不可能な場合
は、10人程度の小部屋を設置してほしい。

9

　市民交流活動センターが、男女共同参画セ
ンターとしての機能も果たせるように整備し
てほしい。

10

　市民活動のベースには男女共同参画がある
と思う。市民交流活動センターにも、男女共
同参画の役割も含めると良いのではないか。

　市民交流活動センターは、市民活動の拠点
となる施設であるため、より柔軟な管理運営
や市民感覚を捉えた事業展開が求められま
す。このため、民間団体等の持つネットワー
クやノウハウを取り入れやすい体制として、
指定管理者制度を導入したなかで施設を運営
していくことも重要な選択肢として捉えてい
ます。
　ただし、市民目線に立ったスムースな運営
の定着化を図るためには、開館後も利用者
ニーズを十分に把握しながら、改善を加えて
いく必要があると思われ、特に開館当初につ
いては、直営の必要性についても検討したい
と考えています。

　市の政策立案や事業者・各種団体等の方針
決定においては、男女が社会の対等な構成員
として参画することが求められています。
　市民交流活動センターは、このような市民
活動や市民と行政との協働によるまちづくり
の中枢を担う施設であり、常に男女共同参画
の視点を持った管理運営に努めてまいりま
す。
　また、当センターでは、「事業計画」にも
示すとおり、幅広い情報の収集・発信や社会
的課題を担う団体に対する支援などを行なう
こととしており、男女共同参画プランを推進
するうえでも有効に活用していただければと
考えています。
　ただし、当センターは、誰もがその目的に
応じて利用できることを基本としており、特
定の団体専用のスペースを設けることは想定
しておりませんのでご理解ください。
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11

　子どもスペースに対し、何度もワーク
ショップをしたが、十分に意見が反映されて
いないとの声も聞く。「市民の声を聞く」と
いう作業は難しいと思うが、どう拾ってどう
カタチにするか、今後に活かしていただきた
い。

12 　子どもスペースは1階にして欲しかった。

13

　エレベーターを出て子どもスペースに行く
時、学習コーナーを通っていくようになり、
この場合、どちら側も気うのではないか。

14

　昨今の児童虐待問題には胸が締め付けられ
る思いである。いつでも、誰でも気軽に行け
る開かれた場所に（駆け込み寺的な）、専門
員のいる相談窓口の設置を望む。

　近年、大きな社会問題となっている児童虐
待については、市関係部署をはじめ、国・県
等の関係機関との緊密な連携のもとで対策を
講じてまいります。

15

　施設の管理運営に従事する人材が重要であ
り、中間支援としての機能を充分に果たせる
人の配置をお願いする。

　センターを運営する人材は特に重要と認識
しており、アドバイザーやコーディネーター
の配置なども検討してまいります。

16

　小学校にも外国の方が多いと聞いており、
外国の方も一緒に参加できるイベントや情報
交換等できる場があればいいと思う。

　誰もが利用したいと思える施設となるよ
う、外国人はもちろんのこと、多様性に対応
した施設運営を行ってまいります。

17

　市民交流活動センターと市民会館と生涯学
習センターの機能の違いがわかりにくい。

　公共施設には類似する機能もありますが、
それぞれに目的を持って設置しています。
個々の施設の特徴を活かしながら、類似する
機能については連携し、効果的な運営に努め
ます。

18

　印刷室には大きめの作業机は置けるのか。
もし狭いのなら、その隣の学習スペースと行
き来して作業できるようにしていただきた
い。

19

　会議室は、最初からオープンではない部屋
もあった方がいいように思う。（落ち着いた
雰囲気がほしい）。

20

　まちライブラリーも検討されているようだ
が、書架などは図書館や専門家の意見もとり
いれて、利便性が高く、温かみがあり、安全
に配慮したものを設置していただきたい。

　計画案を基本として、詳細な設備や備品の
関係、使用ルールなどについては、今後、関
係者のご意見も取り入れながら、検討してま
いります。

　「子どもと親の交流ゾーン」については、
ワークショップなどを通じて様々な意見をお
伺いし、現時点での考えを計画に示させてい
ただいています。今後も引き続きご意見をい
ただきながら、開館に向けて、より良いかた
ちにしてまいります。
　なお、このゾーンについては、子どもたち
の安全面と市役所関係課との連携を考慮し、
2階に計画したものです。また学習コーナー
との関係につきましても、双方の利用環境に
配慮した運営に努めてまいります。


